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平
成

28
度
定
時
総
会
が
、
去
る

5
月

27
日
（
金
）
午
前

10
時
か

ら
府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
岡
崎
広
島
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
戸
成
府
中
市
長
、
丸
山

府
中
市
議
会
議
長
、
迫
田
府
中
公

共
職
業
安
定
所
所
長

の
ご
来
賓

を
お
迎
え
し
、
出
席
会
員
２
１
０

名
（
内
委
任
１
２
９
名
）
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

 
▶

岡
崎
県
議
会
議
員

►

戸
成
府
中
市
長

►

丸
山
市
議
会
議
長

総
会
は
、
物
故
者
へ
の
黙
と
う

か
ら
始
ま
り
、
梶
田
理
事
長
の
挨

拶
で
開
会
し
来
賓
の
方
々
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

►

迫
田
職
業
安
定
所
所
長

続
い
て
山
岡
光
久
さ
ん
を
議

長
に
、
有
地
健
治
さ
ん
と
田
邊
富

子
さ
ん
を
議
事
録
署
名
人
に
指

名
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
報
告
「
平
成

27
年
度

支
出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
」
報

告
、
そ
の
後
、
第
２
号
報
告
「
平

成

27
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」

の
報
告
、
続
い
て
第
３
号
報
告

「
平
成

28
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
」
と
第
４
号
報
告
「
平
成

28

年
度
収
支
予
算
、
資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
」

を
一
括
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て
の
質
問

等
は
な
く
、
次
の
「
決
議
事
項
」

に
入
り
、

第
１
号
議
案
「
平
成

27
年
度

収
支
決
算
に
つ
い
て
」
を
提
案
説

明
、
石
谷
監
事
が
監
査
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

続
い
て
第
２
号
議
案
「
定
款
の

変
更
に
つ
い
て
」
は
、
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
、
従

前
の
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」

が
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め

ら
れ
た
た
め
、
定
款
を
変
更
す
る

平
成
28
年
度

第

24
回
定
時
総
会
開
催
さ
れ
る
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旨
の
提
案
説
明
、
ま
た
、
正
会
員

の
入
会
決
定
を
迅
速
に
行
い
就

業
機
会
の
早
期
提
供
を
図
る
た

め
、
権
限
を
理
事
長
に
一
任
し
、

理
事
会
へ
は
報
告
事
項
と
す
る

定
款
変
更
の
提
案
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

続
い
て
第
３
号
議
案
「
役
員
の

選
任
つ
い
て
」
は
、
伊
藤
理
事
、

平
田
理
事
、
瀬
尾
監
事
の
退
任
に

伴
い
、
後
任
役
員
と
し
て
有
地
節

子
理
事
、
栁
川
順
三
理
事
、
前
原

裕
吉
監
事
の
選
任
同
意
を
求
め
、

続
い
て
第
４
号
議
案
「
理
事
長
に

対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て
」
を

提
案
説
明
、
い
ず
れ
の
議
案
に
つ

い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
前
原
副
理
事
長
の
挨

拶
で
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
の
前
段
に
お
い
て
、

午
前
九
時
十
五
分
か
ら
、
府
中
市

役
所

長
寿
支
援
課
の
石
口
保
健

師
よ
り
『
認
知
症
に
つ
い
て
』
を

演
題
に
研
修
講
演
会
を
開
催
し
、

会
員
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
予
防
と
対
策
」
を
今
後
に
活

か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

我
が
国
の
経
済
は
、
中
国
経
済

の
先
行
き
不
安
や
原
油
安
の
影

響
に
よ
る
世
界
市
場
の
不
安
定

化
・
減
速
に
伴
い
、
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
陥
り
、
景
気
後
退
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

停
滞
感
の
強
い
状
態
で
推
移
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
度
後
半
以
降
は
、
停
滞
感
は

次
第
に
払
拭
さ
れ
て
い
く
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
懸
念
材
料
も
多
く

、
依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
国
民
、
と
り
わ

け
国
民
の

25
％
を
占
め
る
高
齢

者
に
と
っ
て
は
、
物
価
上
昇
や
社

会
保
険
料
の
引
き
上
げ
等
に
よ

る
生
活
へ
の
不
安
感
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
目
的
も
、
「
生
き
が
い
・
社

会
参
加
」
や
「
健
康
増
進
」
が
依

然
と
し
て
多
い
も
の
の
、
「
経
済

的
理
由
」
も
増
加
し
、
セ
ン
タ
ー

は
高
齢
社
会
に
と
っ
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
組
織
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成

26
年
度
に
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」
と
い
わ
れ
る
世

代
が
す
べ
て

65
歳
に
達
し
労
働

市
場
か
ら
の
引
退
過
程
に
あ
り
、

加
え
て
、
少
子
化
、
核
家
族
化
の

平
成
28
年
度
基
本
方
針
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進
む
中
、
地
域
社
会
の
「
支
え
手
」

と
し
て
の
シ
ル
バ
ー
事
業
は
益
々

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
事
業
が
活
性
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
高

齢
者
が
活
躍
の
場
を
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
も
な
り
、
シ
ル
バ
ー
事

業
を
通
じ
高
齢
者
が
社
会
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
な
高
齢

者
が
増
加
し
、
医
療
費
な
ど
の
社

会
保
障
費
の
削
減
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
見

据
え
て
、
こ
う
し
た
働
く
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
が
、
培
っ
た
能
力
や

経
験
を
活
か
し
生
涯
現
役
で
活

躍
し
続
け
ら
れ
る
社
会
環
境
の

整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者

の
受
け
皿
と
し
て
の
機
能
を
十
分

に
果
た
し
、
地
域
社
会
の
支
え
手

と
な
る
た
め
に
は
、
会
員
増
を
図

る
と
共
に
就
業
機
会
の
拡
大
・
確

保
と
職
域
の
拡
大
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
よ
り
一
層
の
普
及

啓
発
活
動
の
推
進
を
図
り
、
請

負
・
委
任
に
よ
る
受
託
事
業
の
受

注
拡
大
や
労
働
者
派
遣
事
業
の

強
化
推
進
等
の
就
業
開
拓
を
行

い
、
元
気
で
働
き
た
い
と
願
う
高

齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
社

会
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
は
、

平
成

26
年
度
か
ら
の
中
期
計
画

に
基
づ
き
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

一

普
及
啓
発

シ
ル
バ
ー
事
業
の
充
実
・
発
展

を
目
指
し
、
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
や
会
報
等
を
通
じ

て
市
全
域
で
効
率
的
か
つ
効
果

的
な
普
及
啓
発
活
動
を
推
進
す

る
。
併
せ
て
、
シ
ル
バ
ー
の
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
等
、

会
員
全
員
に
よ
る
普
及
啓
発
を

行
う
。

二

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

会
員
の
健
康
維
持
と
安
全
就

業
は
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
最
重
要

課
題
で
す
。

会
員
の
就
業
中
や
就
業
途
上

に
お
け
る
事
故
防
止
に
向
け
、
安

全
委
員
会
活
動
の
充
実
に
よ
り

意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
、
労

働
者
派
遣
事
業
の
拡
大
に
よ
り

適
正
就
業
の
推
進
に
努
め
る
。

三

就
業
開
拓
・
就
業
拡
大

高
齢
者
が
自
ら
の
能
力
や
希

望
に
応
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
就
業
機
会
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
自
治
体
・
企
業
・
事
業
所

・
家
庭
か
ら
の
就
業
ニ
ー
ズ
の
的

確
な
把
握
を
行
い
、
就
業
開
拓
や

需
給
調
整
に
努
め
る
と
共
に
、
派

遣
事
業
を
推
進
し
就
業
機
会
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

四

相
談
・
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
事
業
の
持
続
的
な
成

長
の
た
め
に
は
、
事
業
の
理
念
に

賛
同
す
る
働
く
意
欲
と
豊
富
な

知
識
や
技
能
を
持
っ
た
会
員
の

確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
毎
月
第

３
木
曜
日
の
定
期
入
会
説
明
会

を
継
続
実
施
し
、
ま
た
、
入
会
勧

奨
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
提
供
、
日
常
的
な

相
談
業
務
の
実
施
に
よ
り
会
員
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増
強
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

五

社
会
貢
献
活
動
の
推
進

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

公
益
法
人
と
し
て
の
社
会
的
地

位
の
向
上
を
見
据
え
た
活
動
が

要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
シ
ル
バ
ー
事
業

の
普
及
啓
発
を
図
る
と
共
に
、
地

域
貢
献
に
よ
っ
て
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
相
互
に
理
解
・
協

力
関
係
を
築
く
た
め
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
は
大
変
重

要
で
す
。

平
成

28
年
度
も
、
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
の
清
掃
作
業
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
し
、
元
気
な
シ
ル
バ
ー
パ

ワ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

六

組
織
体
制
の
充
実
・
強
化

セ
ン
タ
ー
組
織
の
運
営
の
基

本
で
あ
る
会
員
の
自
主
的
・
主
体

的
運
営
の
実
現
に
向
け
、
会
員
参

加
の
自
主
運
営
組
織
と
し
て
の

職
群
班
や
理
事
会
、
各
種
委
員
会

活
動
の
活
性
化
と
効
率
的
な
運

営
に
努
め
、
組
織
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
り
ま
す
。

七

健
全
財
政
の
推
進

セ
ン
タ
ー
の
財
政
状
況
は
、
受

託
契
約
金
額
の
減
少
や
補
助
金

削
減
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
運
営

を
強
い
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
後
も
受
注
額
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業

の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
べ
く
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
諸
経
費
の
見

直
し
・
節
約
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
事
業
運
営
基
盤

の
強
化
・
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

八

事
務
局
機
能
の
充
実
及
び

関
係
団
体
と
の
連
携 

 

職
員
の
資
質
向
上
や
事
務
の

効
率
化
に
努
め
、
セ
ン
タ
ー
の
適

正
運
営
と
円
滑
な
事
業
推
進
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
関
係
行
政
機
関
や
他
団

体
及
び
各
拠
点
シ
ル
バ
ー
等
と

の
連
携
を
密
に
し
、
事
業
の
円
滑

な
推
進
に
努
め
ま
す
。

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 予 算 額 決 算 額 科 目 予 算 額 決 算 額

⑴ 経 常 収 益 ⑵ 経 常 費

1受 託 事 業 収 益 1 4 4 , 2 00 ,0 0 0 1 4 2 , 3 53 ,2 4 7 1事 業 費 1 6 1 , 6 83 ,0 0 0 1 5 5 , 9 14 ,1 4 3

2派 遣 事 業 等 収 益 1 , 0 3 2 , 0 00 1 3 4 , 7 03

3受 取 会 費 6 8 0 , 0 00 6 2 8 , 0 00 2管 理 費 2 , 4 8 3 , 0 00 2 , 0 8 9 , 7 24

4受 取 補 助 金 等 1 4 , 2 0 0 , 00 0 1 4 , 1 7 0 , 00 0

5雑 収 益 等 1 3 5 , 0 00 3 1 , 5 0 6

経 常 収 益 計 1 6 0 , 2 47 ,0 0 0 1 5 7 , 3 1 7 , 4 5 6 経 常 費 用 計 1 6 4 , 1 66 ,0 0 0 1 5 8 , 0 0 3 , 8 6 7

平
成
２７
年
度
事
業
実
績

「
受
託
件
数
は
昨
年
度
実
績

を
38
件
上
回
り
、
契
約
金
額
は

89
万
円
下
回
り
ま
し
た
。

当

期

経

常

増

減

額

も

69

万

円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た

が
、
支
出
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

当
初
見
込
み
額
を
大
幅
に
削
減

で
き
ま
し
た
。

平成 27 年度収支（平成 27年 4月 1日～平成 28 年 3月 31 日）                   （ 単 位： 円 ）
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事
業
内
容
（
概
要
）

１

正
会
員
の
状
況

平
成

27
年
度
末
の
在
籍
会
員

数
は
３
０
０
人
（
男
性
１
８
２

人
・
女
性
１
１
８
人
）
で
、
前
年

度
末
に
比
べ

31
人
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２

就
業
状
況

年
間
を
通
じ
て
の
就
業
実
人

員
数
は
３
０
０
人
中
２
８
０
人
で
、

就
業
率
は
９
３
・
７
％
と
、
前
年

度
を
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

就
業
延
人
員
は
３
１
，
８
４
０

人
で
前
年
度
に
比
べ
７
４
１
人

減
少
し
ま
し
た
。

３

受
注
状
況

受
託
件
数
は
４
，
３
０
７
件
で
、

前
年
度
を
３
８
件
上
回
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
職
群
別
で
見
る
と
、
除

草
・
清
掃
・
草
刈
等
の
「
一
般
作

業
群
」
が
２
，
６
７
７
件
、
剪
定
・

襖
・
障
子
張
替
え
等
の
「
技
能
群
」

が
９
２
１
件
、
福
祉
家
事
援
助
等

の
「
サ
ー
ビ
ス
群
」
が
４
１
２
件

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
３
職
群
で

の
合
計
は
総
受
注
件
数
の

93
・

２
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

受
託
契
約
金
額
は
、
１
４
２
，

３
５
３
千
円
と
な
り
、
対
前
年
比

99
・
４
％
、
金
額
に
し
て
約
８

９
万
５
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

発
注
者
別
で
は
、
公
共
事
業
が

４
２
，
９
０
８
千
円
（

30
・
１
％
）
、

民
間
事
業
が
９
９
，
４
４
５
千
円

（

69
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。

４

普
及
啓
発
活
動
の
実
施
状
況

「
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
突

入
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

ほ
ど
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
社

会
の
第
一
線
を
退
い
た
方
々
が

そ
の
後
の
人
生
を
豊
か
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
高
齢
者
の
三
種
の
神

器
と
言
わ
れ
る
「
健
康
・
収
入
・

生
き
が
い
」
が
必
要
と
さ
れ
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割

が
益
々
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
未
だ
に
そ
の
存
在
が
市
民

に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
広
報
誌
へ
の
掲

載
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新
、

会
報
の
年
二
回
の
発
行
、
路
線
バ

ス
へ
の
マ
ー
キ
ン
グ
広
告
等
に
よ

る
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

10
月
の
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
に
は
、
早
朝
よ
り
府
中
公

園
、
上
下
駅
・
北
市
民
病
院
周
辺

等
、
公
共
施
設
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

平 成 27年 度 職 群 別 、 公 共 ・ 民 間 別 事 業 実 績 （ 単 位 ： 件 ・ 円 ）

公   共 民 間 事 業 所 一 般 家 庭 合   計

職 群 受託件数 契 約 金 額 受託件数 契 約 金 額 受 託 件 数 契 約 金 額 受託件数 契 約 金 額

技 術 群 12 5 4 0 , 0 0 0 5 9 1 1 , 5 6 3 , 57 1 3 1 9 , 2 6 0 74 12,122,831

技 能 群 15 2 , 0 5 7 , 1 45 8 9 4 , 3 1 6 , 7 75 8 1 7 1 7 , 9 5 4 , 41 5 921 24,328,335

事 務 整 理 群 1 15 , 2 4 7 2 6 4 3 4 , 7 5 8 2 1 3 8 , 0 4 1 48 488,046

管 理 群 130 1 5 , 6 8 8 , 86 8 2 4 2 , 0 4 0 , 0 36 0 0 154 17,728,904

折 衝 外 交 群 2 25 9 , 1 6 5 1 9 1 , 1 0 0 , 9 39 0 0 21 1,360,104

一 般 作 業 群 421 2 4 , 2 6 0 , 50 1 6 8 1 3 0 , 3 0 3 , 66 1 1 , 5 7 5 1 9 , 9 7 7 , 27 2 2,677 74,541,434

サ ー ビ ス 群 1 87 , 0 0 0 6 7 8 , 4 3 8 , 7 29 3 4 4 3 , 2 5 7 , 8 64 412 11,783,593

合 計 582 42,907,926 965 58,198,469 2,760 41,246,852 4,307 142,353,247
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ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
、
地
域
の

み
な
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
取
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

５

安
全
・
適
正
就
業
の
確
保

平
成

27
年
度
の
就
業
中
の
事

故
は
、
傷
害
事
故
２
件
（
前
年
度

２
件
）
、
物
損
事
故
も
２
件
（
前

年
度
１
件
）
発
生
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
受
託
事
業
の
安
全

性
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
共
に
、

安
全
委
員
に
よ
る
就
業
現
場
へ

の
巡
回
、
各
種
講
習
会
を
実
施
し
、

会
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
意
識

を
常
に
自
覚
し
て
緊
張
感
を
持

っ
て
就
業
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

行
い
、
事
故
撲
滅
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
安
全
就
業
標
語
の
募
集

に
は

63
人
か
ら
１
０
５
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
１
作
品
、

優
秀
賞
２
作
品
を
選
出
し
ま
し

た
。適

正
就
業
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
セ
ン
タ
ー
の
安
定
運
営
上
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
就
業

の
公
平
性
を
図
る
た
め
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
を
推
進
し
就
業
率
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
法
令
に
則
っ
た
事
業
推

進
の
た
め
、
２
事
業
所
の
送
迎
車

運
転
業
務
を
派
遣
事
業
に
移
行

し
ま
し
た
。

６

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
高

齢
者
の
受
け
皿
と
し
て
十
分
な

機
能
を
果
た
し
、
地
域
社
会
の
支

え
手
と
な
る
た
め
に
は
、
会
員
の

拡

大

と

共

に

就

業

分

野

の

開

拓
・
拡
大
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

平
成

27
年
度
の
受
託
件
数
は

前
年
度
を

38
件
上
回
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
派
遣
事
業
の
推
進
等

に
よ
り
、
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡

大
に
努
め
ま
す
。

７ 
 

研
修
会
・
講
習
会
の
取
組
み

会
員
の
技
能
向
上
を
図
り
就

業
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
た
め
、

国
の
委
託
事
業
「
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
」
を
広
島

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
平
成

27
年
度

は
連
合
会
の
直
轄
事
業
と
な
り
、

計
画
さ
れ
て
い
た
介
護
職
員
初

任
者
研
修
は
受
講
者
不
足
で
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

28
年
度
は
、
労
働
局
委

託
の
「
高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事

業
」
と
し
て
、
剪
定
・
刈
払
機
取

扱
い
・
安
全
運
転
の
３
講
習
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

私私私
たたた
ちちち
新新新
入入入
会会会
員員員
ででで
すすす
。。。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

（
平
成

28
年
４
月
１
日
～
７
月
末
日
）

 
 

 
 

 
 

（
入
会
順
：
敬
称
省
略
）

下

山

い
ず
み

小

林

祐

司

森

藤

君

江

石

川

正

行

田

原

 
 

実

藤

原

正

己

道

下

隆

行

楳

田

永

次

茂

戸

幸

治

野

村

ア
ヤ
子

澤

野 
 

 

茂
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永田さん山田 さ ん渡辺さん

会
員

34
名
の
皆
さ
ま
か
ら

80

編
の
応
募
が
あ
り
、
７
月

26
日

に
安
全
委
員
に
よ
る
選
考
委
員

会
を
開
催
し
、
審
査
の
結
果
、
多

く
の
力
作
の
中
か
ら
次
の
３
編
が

入
選
と
な
り
ま
し
た
。

新
涼
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
熱
中
症
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

熱
中
症
は
、
気
温
の
上
昇
な
ど

に
よ
っ
て
体
が
熱
く
な
り
、
体
内

の
水
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
体
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
り
、
と
き
に
は
死
に
い
た
る
こ

と
も
あ
る
病
気
で
す
が
、
予
防
法

を
知
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
熱
中
症
の
症
状

①
熱
失
神
（
め
ま
い
、
立
ち
く
ら

み
、
顔
面
蒼
白
）

<

原
因>

体
温
の
上
昇
に
よ
り
血

管
が
拡
張
し
、
下
肢
に
血
液

が
た
ま
り
脳
へ
の
血
流
が
減

少
す
る
た
め
。

②
熱
け
い
れ
ん
（
足
・
腕
・
腹

部
の
筋
肉
痛
、
こ
む
ら
返
り
）

<

原

因>

塩

分
の

補
給

不

足
に

よ
り
、
血
液
中
の
塩
分
（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
濃
度
が
低
下
し

た
た
め
。

③
熱
疲
労
（
倦
怠
感
・
頭
痛
・
嘔

吐
）

<

原
因>

水
分
補
給
不
足
に
よ

り
脱
水
状
態
と
な
り
、
循
環

【
最
優
秀
作
品
】

慣
れ
た
作
業
に
危
険
が
潜
む

 
 

 

初
心
に
か
え
り
指
差
呼
称

渡
辺

昭
（
栗
柄
町
）

【
優
秀
作
品
】

気
を
ゆ
る
め
る
な

心
の
隙
か
ら
災
魔
が
の
ぞ
く

山
田

光
男
（
上
下
町
）

【
優
秀
作
品
】

あ
な
た
の
体
調
大
丈
夫

仕
事
も
体
も
安
全
第
一

永
田

竹
子
（
久
佐
町
）

安
全
就
業
標
語
の

入
選
作
品
決
ま
る

「
熱
中
症
」
に

ご
用
心
！

≪ 入 選 者 の 皆 様 ≫
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血
液
量
が
減
少
し
、
脳
や
内

臓
へ
の
血
流
が
減
少
し
た
た

め
。

④
熱
射
病
（
意
識
障
害
・
反
応

が
鈍
い
・
シ
ョ
ッ
ク
状
態
）

<

原
因>

体
温
が
上
昇
し
た
た

 
 

め
に
脳
の
温
度
も
上
昇
し
、

 
 

脳
の
機
能
に
異
常
を
き
た

し
て
い
る
状
態
。

●
な
ぜ
起
き
る

人
の
体
温
の
許
容
範
囲
は

35

度
か
ら

41
度
と
幅
が
狭
く
、
こ

れ
を
逸
脱
す
る
と
細
胞
が
破
壊

さ
れ
て
死
に
至
り
ま
す
。

気
温
が
上
昇
す
れ
ば
汗
を
か

い
て
体
温
を
下
げ
よ
う
と
し
ま
す

が
、
こ
の
時
汗
で
身
体
の
中
の

多
量
の
体
液
（
水
分
・
塩
分
等
）

を
失
う
と
脱
水
症
に
な
り
ま
す
。

脱
水
症
が
進
み
、
汗
が
出
な
く

な
る
と
体
温
が
上
昇
し
、
許
容
範

囲
を
超
え
れ
ば
死
に
至
り
ま
す
。

熱
中
症
の
ベ
ー
ス
は
脱
水
症

で
す
。

気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
日
、

30
度
を
超
え
な
く
て
も
、
湿
度

が
高
い
、
風
が
な
い
日
は
要
注

意
！

ま
た
、
屋
外
、
屋
内
、
昼
・

夜
な
く
起
こ
り
う
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

気
温

30
度
の
真
夏
日
で
も
湿
度

35
％
と
乾
い
て
い
れ
ば
「
注
意

レ
ベ
ル

」
で
す
が

、
湿
度

65
％

に
な
れ
ば
「
厳
重
警
戒
」
、
湿
度

85
％
だ
と

「
危
険
レ
ベ
ル

」
に

上
が
り
ま
す
。

 
 

●
予
防
対
策

熱
中
症
は
当
日
の
水
分
と
ミ

ネ
ラ
ル
不
足
か
ら
起
き
る
も
の
で

は
な
く
、
数
日
前
か
ら
の
不
足
が

原
因
な
の
で
、
日
頃
か
ら
水
分
と

ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

・
日
頃
か
ら
、
適
切
な
食
事
・
睡

眠
、
体
重
維
持
な
ど
の
自
己
管
理

を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

・
身
体
へ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
、

通
気
性
の
良
い
吸
湿
性
・
速
乾
性

の
あ
る
衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

●
救
急
措
置

万
が
一
、
上
記
①
～
③
の
よ
う

な
症
状
が
出
た
ら
、
直
ち
に
仕
事

を
中
止
し
て
、

◎
涼
し
い
所
で
安
静
に
す
る
。

◎
水
分
を
補
給
す
る
。

◎
体
温
が
高
い
場
合
は
、
首
の

周
り
、
脇
の
下
、
足
の
付
け

根
な
ど
を
氷
で
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
な
ど
し
て
、
体
温
の
低

下
を
図
る
。

④
の
場
合
に
は
直
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
か
ら
、

全
国
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
の
熱
中
症
見
舞
金
制
度
に

加
入
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
、
正
会
員
が
就
業
中

や
就
業
場
所
へ
の
行
き
帰
り
に
、

熱
中
症
に
よ
り
死
亡
又
は
入
院

し
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
払
う

制
度
で
す
。

見
舞
金
額
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。死

亡
見
舞
金 

 
 

 
 

十
万
円

入
院
見
舞
金（

二
泊
三
日
以
上
）
五
万
円

入
院
見
舞
金（一

泊
二
日
以
上
）

三
万
円

※
た
だ
し
、
補
償
対
象
期
間
中

に
、
同
一
正
会
員
に
支
払
わ

れ
る
見
舞
金
の
額
は
、
十
万

円
が
限
度
で
す
。

熱
中
症
見
舞
金
制
度
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技
能
講
習
会
の

ご
案
内

今

年

度

は

、

労

働

局

委

託

の

「
高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業
」

と
し
て
、
安
全
運
転
講
習
を
六
月

に
、
刈
払
機
取
扱
講
習
を
七
月
に

実
施
し
ま
し
た
が
、
来
年
二
月
頃

に
「
剪
定
講
習
」
を
実
施
予
定
で

す
。定

員

15
人
程
度
で
、
二
日
間

の
予
定
で
す
が
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

府
中
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
後
も
、
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
の
構
築
を
目
指

し
、
会
員
（
男
女
を
問
わ
ず
、
原

則

60
歳
以
上
で
健
康
な
方
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
説
明
会
は

毎
月
第
３
木
曜
日
で
す

入
会
説
明
会
は
、
毎
月
第
３
木

曜
日
の
午
前

10
時
か
ら
目
崎
事

務
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
等
も
日

常
的
に
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

事
務
局
職
員
の
紹
介

事
務
局
職
員
に
異
動
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
就
任

中
山

隆

（
４
月
よ
り
上
下
事
務
所
統
括
）

▼
退
職

田
中

智
文（

３
月
末
付
）

◇
互
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

毎
年
、
会
報
夏
季
号
に
掲
載
し
て

い
ま
し
た
「
互
助
会
親
睦
旅
行
」
の

お
知
ら
せ
（
予
告
）
は
、
現
時
点
で

は
計
画
未
定

の
た
め

、
平
成

29
年

１
月
号
に
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇

編
集
後
記
◇

今
夏
も
連
日
の
猛
暑
で
、
「
暑
い
で

す
ね
！
」
か
ら
「
大
分
涼
し
く
な
り
ま

し
た
ね
！
」
と
挨
拶
で
き
る
季
節
が
待

ち
遠
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
変
わ
り
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。

今
年
は
、
平
成
八
年
十
二
月
に
府
中

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の

年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
続
け
る
セ
ン
タ

ー
を
目
指
し
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

◎
編
集
部
で
は
、
よ
り
充
実
し
た
会

報
と
な
る
よ
う
、
皆
様
か
ら
の
投

稿
や
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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岡
田
桂
三

《配分金の支払いについて》

就 業 月 支 払 日

平成 28年 8月就業分 平成 28年 9月 15 日㈭

9月就業分 10月 17 日㈪

10 月就業分 11月 15 日㈫

11 月就業分 12月 15 日㈭

12 月就業分 平成 29年 1月 20 日㈮

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

会

員

募

集


